
（当初）

（第１回変更）

愛 知 県 半 田 市

社 会 資 本 総 合 整 備 計 画

安 心 ・ 安 全 で 快 適 に 暮 ら す こ と が で き る ま ち づ く り （ 防 災 ・ 安 全 ）

平成２８年　１月　６日

平成２８年　３月２９日



安心・安全で快適に暮らすことができるまちづくり（防災・安全） ○

平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 半田市

・ＪＲ半田駅前土地区画整理事業区域内の公共空地率

※

を19％から29％に向上する。

※公共空地率：土地区画整理事業区域面積に対する公共用地及び公共空地面積の比率

　公共用地　：公共施設の用に供されている土地（道路等）

　公共空地　：市によって管理している空地（緊急防災空地整備事業等で買収した土地）

・ＪＲ半田駅前土地区画整理事業区域内の老朽建物解消率を0%から14%に向上する。

・ＪＲ半田駅周辺のまちづくりに関する勉強会等の参加延人数を11人（H26）から100人（H31）へ増加させる。

（H27当初） （H29末） （H31末）

ＪＲ半田駅前土地区画整理事業区域内の公共用地及び公共空地の比率を計測する。

ＪＲ半田駅前土地区画整理事業区域内の老朽建物解消率を計測する。

Ａ　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

策定状況

1-A-1

都市再生

区画

一般 半田市 直接 半田市 － ＪＲ半田駅前土地区画整理事業

都市再生区画整理　A=6.2ha

990.0 －

合計 990.0 －

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 全体事業費

個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

1-C-1

計画・調査

一般 半田市 直接 半田市 20.0

1-C-2

計画・調査

一般 半田市 直接 半田市 20.0

合計 40.0

番号

一体的に実施することにより期待される効果

1-C-1

JR半田駅前土地区画整理事業(1-A-1)等と併せて実施することで、地権者合意形成が推進され、建物移転・空地整備による防災性向上と駅前にふさわしい土地活用が促進が期待できる。

1-C-2

JR半田駅前土地区画整理事業(1-A-1)等と併せて実施することで、駅前にふさわしい良好なまちづくり形成に向けた意識向上が期待できる。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

合計 0

番号

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

備考

当初現況値 中間目標値

Ａ 990.0百万円 Ｂ

社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）

平成28年 3月29日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標

　本市は東海地震に関する地震防災強化地域及び東南海・南海地震防災対策推進地域に全域が指定されており、平成２６年５月に愛知県により示された南海トラフ巨大地震による被害想定では、揺れや火災などによる建物被害、建物倒壊や火災などによる人的被害などの甚大

な被害が懸念され、防災・減災に対するさらなる対策が急務となっている。

　本市の玄関口であるＪＲ半田駅前の中心市街地は、老朽住宅が建ち並ぶ密集住宅地であり、災害時に火災延焼や避難困難などによる被害拡大が懸念されることから、安心で安全な生活空間の形成が求められている。そこで本計画では、土地区画整理事業の実施により密集市

街地を解消することで、「安心・安全で快適に暮らすことができるまちづくり」を目指している。

　　計画の成果目標（定量的指標）

最終目標値

19% 26% 29%

ＪＲ半田駅周辺のまちづくりに関する勉強会等の参加する延べ人数を計測する。 11人 50人 100人

0% 5% 14%

費用便益比

00.0百万円 Ｃ 40.0百万円 Ｄ 00.0百万円

効果促進事業費の割合

3.9%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

番号

事業者

事業及び

施設種別

全体事業費

合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

1,030.0百万円

要素となる事業名 事業内容

備考

番号

事業者

要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容

市町村名

事業実施期間（年度）

備考

（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果 備考

番号

事業者

省略

要素となる事業名

半田市

費用便益比 備考

備考

工種

－ 地権者合意形成推進事業

先行買収・換地意向調査

半田市

番号 事業者

省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名

備考

半田市

事業実施期間（年度）

市町村名

－ 駅前地区まちづくり形成推進事業

まちづくり具体手法検討

市町村名

事業実施期間（年度）

工種 （延長・面積等）

事業内容



交付金の執行状況

（単位：百万円）

※　平成２７年度以降の各年度の決算額を記載。

H27 H28 H29 H30 H31

計画別流用

増△減額

（b）

0 0 0

配分額

（a）

100 81 58

前年度からの繰越額

（d）

0 100 10

交付額

（c=a+b）

100 81 58

翌年度繰越額

（f）

100 10 16

支払済額

（e）

0 171 52

不用額

（h = c+d-e-f）

0 0 0

うち未契約繰越額

（g）

100 0 0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている場

合その理由

土地の時価算定

に時間を要した

ため

未契約繰越＋不用率

(h = (g+h)/(c+d)）

100.0% 0.0% 0.0%



(参考図面)
安心・安全で快適に暮らすことができるまちづくり（防災・安全）

平成27年度　～　平成31年度　（5年間）

計画の名称

計画の期間 交付対象

半田市

◎市役所

半田病院

知多半田駅

県道知多半田停車場線

主要地方道名古屋半田線

１－Ａ－１ 都市再生区画整理事業

ＪＲ半田駅前地区

１－Ｃ－１ 地権者合意形成推進事業

ＪＲ半田駅前地区

知多半田駅前土地区画整理事業

１－Ｃ－２ 駅前地区まちづくり形成推進事業

ＪＲ半田駅前地区


